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１．はじめに

EQとは「Emotional Intelligence Quotient」の頭文字をとったもので、心の知能指数、情動（感情）

指数と訳される。EQ能力をわかりやすく簡単に言えば、人生をたくましく生きていくための総合的な

力、コミュニケーションに関わる能力で、近年この EQについても注目されることが多くなってきた。

知識力は高くても、すなわち IQが高くても、自分自身の能力を十分に発揮できなかったり、あるいは

周囲の人たちとうまく関わりを持てなかったり、といった事態が散見され、これらは EQ能力に問題が

あってそれらの能力が低いことが原因と考えられている。

EQ能力は、自分自身を理解し、自分の考えをしっかり表現でき、自分の感情や情緒を制御し、他人

を理解し、集団においては皆と協調して仲良くできること、さらに、他人の感情や情緒を理解し、欲求

を我慢し、自分をしっかりコントロールしながら社会に適応しつつ、たとえ挫折しても自分で立ち直る

ことのでき、自分を積極的に表現できるというように、普段の人々が持っている意識と行動に反映され

るものである。EQ能力が低ければ、周囲の人々と上手に関わることができなかったり、職場での人間

関係がぎくしゃくしているように感じたりする。

EQ能力を高めるには、コミュニケーション力を養い、言葉に関心を持ち、言葉と戯れることが必要

とされる。言葉の力を高めることで、人間は言葉で思考し、自分と対話することで、自分自身をコント

ロールでき、言葉を介して他との意志疎通が可能となる。言葉なくしては、社会での的確な意思伝達は

行えない。他の人々との意志疎通ができるようになり、自分自身を制御できるようになれば、社会で活

躍できることになるのである。そして、人と社会の関係も見えてくるようになるのである。

ところで保育者に求められる資質として、一般的には「優しさ」、「思いやり」、「誠実さ」、「責任感」

などが挙げられる。保育者としての専門的な能力として、幼児の主体性を引き出しつつ、一つの活動の

中で諸能力が発達していくように総合的な指導力、幼児期の特性に応じることができる指導力が求めら

れており、これは「幼児を内面から理解し、総合的に指導する力」である。また、幼児理解に基づき、

一人一人の発達の課題に応じて計画的に環境を構成し、育てたいものや指導の方法など、「保育を具体

化する構想力、実践力」が必要である。さらには、保育者としての得意分野の育成、教員集団の一員と

しての協働性、特別な教育的配慮を要する幼児に対応する力、小学校や保育所との連携を推進する力、

保護者及び地域社会との関係を構築する力、幼児一人一人の内面を理解し、信頼関係を築きつつ、集団

生活の中で発達に必要な経験を幼児自らが獲得していくことができるように環境を構成し、援助する力
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など、多様な能力が必要とされている。

これらの資質を有しているとしても、保育職に従事できなかったり、たとえ従事できたとしてもその

実力を発揮できずに離職を余儀なくされてしまったりする例は少なくない。その背景には保育職を志望

している者の行動様式や物事に対する考え方に何らかの問題を抱えていることが一つの要因となってい

る場合がある。

本研究では、保育者としての職業に従事することを希望している短期大学の学生と、新規採用された

ばかりの1年目の幼稚園教諭に対して、EQテストを行い、EQ能力の違いをみることによって、普段の

生活にみられる行動や考え方の違いについて分析し、学生の特性を見出すことを行うことを目的とした。

EQテストは、共感性、自己認知力、自己統制力、粘り強さ、柔軟性、楽観性の６つの性質を測ること

が可能であり、本稿では、将来、保育職を目指す短期大学に入学した学生の EQ能力は、新規採用され

幼稚園教諭として従事している人たちの EQ能力と比較してどのような違いが見られるのか、そして、

社会人に必要な力としての行動と意識を検討するための資料としたい。

２．研究の方法

本研究の目的を達成するため「EQテスト」を実施した。保育職を志望する S短期大学児童教育学科

2008年度入学生を対象とし、2008年10月に「保育内容・健康１」の授業終了後に実施した。一方、新任

幼稚園教諭は2008年度からK市内の私立幼稚園に新規採用された教員で、2008年11月に S短期大学に

て開催されたK市私立幼稚園新任教員研修会の会場にて EQテストを実施した。

アンケート用紙を回収し、データの集計を行なうためにパーソナルコンピュータを使用し表計算ソフ

トで入力を行い、すべての質問項目について回答が得られた322人のデータを統計アプリケーションソ

フト SPSSに読み込み、記述統計、度数分布などで単純集計を行なった。

さらに統計的な違いを見るために、クロス集計（χ 検定）、平均値の差の検定（t検定）を実施した。

t検定では、等分散性の確認を行なうために Leveneの検定から有意確率を求め、有意確率の５％を越

える項目については、等分散を仮定するｔ値から、５％に満たない項目については、等分散を仮定しな

いｔ値から、有意確率を求めた。

３．研究の結果

表１に示した EQテストにみるプロフィール得点をみてみると、学生よりも新任教師の方がすべての

項目について平均値が高いことがわかる。特に、共感性、自己認知力、粘り強さについては統計的な有

意差がみられた。本稿では有意差のあった“共感性”、“自己認知力”、“粘り強さ”の各項目についての

結果を示す。

表１．EQテストにみるプロフィール得点 等分散性のための
Leveneの検定

2つの母平均の差の検定

差の95%信頼区間

EQ項目 種 別 N 平均値 標準偏差 平均値の
標準誤差 F値 有意確率 t値 自由度 有意確率

(両側)
平均値
の差

差の標準
誤差 下限 上限

共 感 性 得 点 2008年度新任
2008年度生

101
141

14.86
14.13

2.298
2.237

0.229
0.188 0.062 0.803 2.464 240 0.014 0.73 0.295 0.146 1.308

自己認知力得点 2008年度新任
2008年度生

101
141

12.57
11.71

2.321
2.545

0.231
0.214 0.571 0.450 2.704 240 0.007 0.87 0.320 0.235 1.495

自己統制力得点 2008年度新任
2008年度生

101
141

10.60
9.82

3.086
3.411

0.307
0.287 0.387 0.534 1.828 240 0.069 0.78 0.427 -0.061 1.623

粘り強さ得点 2008年度新任
2008年度生

101
141

13.04
11.72

3.085
3.520

0.307
0.296 0.885 0.348 3.034 240 0.003 1.32 0.436 0.464 2.182

柔 軟 性 得 点 2008年度新任
2008年度生

101
141

12.40
11.97

2.514
2.580

0.250
0.217 0.025 0.875 1.275 240 0.203 0.42 0.333 -0.231 1.080

楽 観 性 得 点 2008年度新任
2008年度生

101
141

11.72
11.45

2.980
3.127

0.297
0.263 0.265 0.607 0.690 240 0.491 0.28 0.400 -0.512 1.063
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１）共感性

生活場面において人間は言葉や表情などによるコミュニケーションを通じて、周囲の人の心をある程

度知ることができる。そして、ただ単に知るだけではなくその人と全く同じように感じたり、その人の

気持ちを察したりすることができる。これを共感性という。共感性の定義は認知的要因・情動的要因の

２つに大別されることが多く（加藤・高木，1980）、藤吉・田中（2006）によると、他者がある感情状

態にあることを認知し、他者の立場にたって他者の考えや役割を予想し、他者と同様の感情を共有する

という３つの過程によって成立するとされる。

本研究の結果においては、新任教師のほうが短期大学生よりも共感性の得点が高いことが示された。

澤田（1998）は、加齢に伴い、感情認知能力の発達とともに、きめ細やかな理解にたった共感が可能に

なるとのべている。また、育児相談者を対象に情動的共感性を調査した清水（2003）は、大学生を対象

に調査を行った加藤・高木（1980）の結果と比較し、育児相談者という専門職業集団の情動的共感性が

高いことを明らかにし、職業と共感性との関連を指摘している。さらに三谷（2007）は、保育の場にお

ける保育者の専門性の根幹に「共感的知性」があるとし、共感性は保育の専門性の成熟に大きく関連し

ていると指摘している。本研究で示された結果は、これらの指摘を反映したものになっていると考えら

れる。

保育や教育の現場において、子どもたちは教師に共感的に応答されることで、自分が受け入れられ理

解されていると感じ、教師への愛着を深めていくとともに安定した感情を発達させていく。子どもの共

感能力を高めるうえでも、まずは教師が周囲の人々に分け隔てなく共感する態度を子どもの前で示すこ

とが必要であり、共感性は保育職、教育職に携わるにあたり重要な意味をもつのであろう。

この共感性を測定する項目中で「新聞、週刊誌などの記事には興味を引かれる」という設問に対して、

学生では「はい」との回答者数が42人（29.8％）と少ないが、「はい」と回答した新任教師は55人

（54.5％）であった。「はい」「いいえ」「どちらともいえない」の３つのカテゴリーと「新任教師」「学

生」とのχ 検定の結果では有意な差が認められたが（χ 値14.913、p＜0.01）、EQテストの得点での

t検定では有意差はみられなかった（表２）。新任教師の方が新聞や週刊誌を読んでいる人が多く、時

事的な社会問題に関心を示している傾向が学生に比して新任教師に強いようである。

これは，新任教師の場合，教師という職業に就き，社会的役割として子どもの教育を担っていくとい

う社会的責任の感覚が強くなったことが要因の１つとも考えられる。また、中根（1967）は、青年期に

おける対人関係の特徴の一つとして「社会一般の人々への苦境への共感という発達段階に達していな

い」と指摘している。この指摘のように社会に出る前の学生と比較して、新任教師においては、自分の

周りの身近な出来事や人々への関心だけでなく社会的な出来事・社会一般の人々へと関心の範囲が拡が

り、それとともに自分自身や子どもを取り巻く社会的問題についてより自発的な興味が生まれやすいと

考えられるのではないだろうか。

また、「小さな子どもの世話や友達を助けるのがうれしい。」では、「はい」と答えた学生は141人中

134人（95.0％）で、「どちらともいえない」と回答した学生は7人（5.0％）、新任教師では101人中87人

（86.1％）が「はい」と回答し、「どちらともいえない」と回答した人は14人（13.9％）、学生と新任教

師共に「いいえ」と答えた者はいなかった。χ 検定では学生と新任教師との間に有意差が認められ

（χ 値5.878、p＜0.05）、ｔ検定の結果では、学生の得点が新任教師よりも有意に高い。保育・教育の

現場においては、子どもに世話をやき、手を貸すばかりではなく、時には子どもが自分で考え実行する

ことを見守ることも広い意味で子どもの成長を促すことにつながる。本研究の結果においても、子ども

の考える力や意欲を引き出すためには、単に子どもに手を貸すだけではない新任教師の保育観・教育観
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の深まりを示しているとも考えられるのではないだろうか。

「スポーツを見に行くのも、テレビで見るのも嫌いだ。」では、「いいえ」との回答者が学生で110人

（78.0％）、新任教師では88人（87.1％）であった。この問に対して否定的な意見を持った新任教師の得

点が学生と比して高かった。今回の調査の場合は、対象となった学生の所属する短期大学では、保育士、

幼稚園教諭、小学校教諭といった３つの資格や免許を取得するために、多忙な学生生活を送っており、

スポーツ系のサークル活動に打ち込んだりする時間が採れず、スポーツへの興味や関心が深まらないこ

とも一つの原因と考えられる。保育職志望の学生は、先にも述べたように学業のほか、アルバイトや、

児童教育学科の特徴でもある“ピアノなどの習い事”など、自由に裁量できる時間に他にやるべきこと

が多いため、自由時間を自身の活動ではなく、他の人たちが興じているスポーツの観戦などに費やすこ

とは少ないのではないかと考えられる。ところが幼稚園教師は年齢など関係なくアクティブなイメージ

があり、体力が必要とされる職業であり、さらに自由時間に多様な余暇行動がみられるなかで、スポー

ツ観戦などの行動もその一つであることから表出した結果かもしれない。

さらに「親たちの気持ちをあまり考えないで動いた方がいい。」の問いに対して「はい」と答えた新

任教師はいなかったが、学生には4人（2.8％）が「はい」と回答した。「いいえ」と答えた人は学生で

104人（73.8％）、新任教師では90人（89.1％）であった。否定的な意見を持った新任教師の得点が学生

の得点に比べて有意に高かった。そして、「いろいろな意見を出す人がいるが、無駄なことが多い。」の

問いに対しても、否定的な意見を持った新任教師の得点が学生に比して有意に高くなった。

藤吉・田中（2006）が述べるように、共感性には他者の立場にたって他者の考えや役割を予想すると

いう過程が必要である。また、伊藤（1967）によれば、心理臨床家の Rogersはカウンセリングにおい

て「治療者の共感的理解」をクライエント（来談者）の人格変容のための必要十分条件の１つとしてあ

げており、相手の立場にたって内側から共感しようとするためには自分自身の見方や判断、価値観をし

ばらく保留・停止しておく必要があるとしている。昨今、保育・教育現場では子どもや保護者に対する

支援において「カウンセリングマインド」が求められているが、本研究の結果は、短期大学生に比して

新任教師が、他者尊重・他者受容が根底にある共感の態度を重視していることを示すとも考えられるで

あろう。

２）自己認知力

自分自身を知ること、身のほどを知ることは、私たちが生きるうえで欠かせないことである。「自分

を知る」ことは完全にはできそうもないが、自分の長所が短所になってしまっているのではないか、自

分はうぬぼれているのではないだろうか、などと反省しておくことが必要になる。「知人や友達に学ぶ

ところは多い」という質問には、学生、新任教師ともに「いいえ」との答えはなかった。「はい」は、

学生では132人（93.6％）、新任教師では99人（98.0％）でほとんどの人が肯定している。また、「多く

の宗教的な考えは、若者の精神的発達に必要だと思う」という質問において、「はい」と答えた人は学

生では13人（9.2％）、新任教師では17人（16.8％）、「どちらでもない」は、学生では78人（55.3％）、

新任教師では52人（51.5％）という結果となった。「はい」と答えたのは１割程度で、半分の人が「ど

ちらでもない」と答えている。

大村（1997）は自己認知力を自分の本当の気持ちを自覚すること、自己の心的状態と定義している。

本研究の結果、自己認知力については短期大学生の得点に比べて新任幼稚園教諭の得点が高いことが明

らかとなった。また、この自己認知力を測定する項目中、「自分が嫌だと思うことは、どんな場合でも

拒否する」に関しては新任幼稚園教諭と短期大学生の間で有意な差がみられ、否定的な意見を持った新
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任幼稚園教諭の得点が高かった。

小松（2002）によると、青年期は自己に対する混乱や葛藤を経て自己を統合していく時期であると述

べている。社会に出る前の短期大学生は、新任幼稚園教諭に比べ、自己の混乱や葛藤に対して適切に対

処することができず、自分に嫌だと感じることが生じた場合に、自分の意思を相手に明確に伝える傾向

があるのかもしれない。一方、幼稚園教諭の場合、社会人として責任ある態度や行動をとる場面が立場

的に多くあり、子どもの対応やその業務に対して自分の意思や欲求を抑制しなければならない状況が多

く生じることが考えられる。

３）粘り強さ

研究の結果から、“粘り強さ”については短期大学生の得点に比べて新任の幼稚園教諭の得点が高い

ことが明らかになった。これにより、新任の幼稚園教諭は短期大学生よりも粘り強い特性を有している

と考えられよう。粘り強さと同義とされる忍耐力について、高井（2007）は加齢に伴って忍耐力が高ま

る傾向であることを示唆している。また、幼稚園教諭に求められる資質を検討した石川（2002）や藤

尾・古川・浅川（2007）では、幼稚園現場の責任者が幼稚園教諭に積極性や責任感を強く求めることが

報告されている。本研究で見いだされた結果は、これらの報告を反映したものといえるかもしれない。

周知のとおり、幼稚園教諭は子どもを受容するとともに、何事にも真摯に取り組む姿勢が必要である。

表２．共感性得点を構成する質問項目別の得点
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そのため、幼稚園教諭は子どもの対応や、その業務に対して粘り強さを強く求められるのであろう。ま

た、このような点は項目別に差異を検討した結果、例えば「不得意分野もあきらめずに一生懸命挑戦す

る」の高さにも表れている。

なお、表４の項目別の検討に関して、「トイレや入浴の時間はわりに長いほうだ」では新任の幼稚園

教諭の得点が短期大学生の得点よりも低く、また「面倒な仕事をよく途中で放り出してしまう」「何を

やっても気が散ることが多い」「職場や学校の遅刻・早退がわりと多い」については、新任の幼稚園教

諭の得点が短期大学生の得点よりも高かった。これらの差異については、今後も詳細な検討が必要であ

ろう。というのも、「トイレや入浴の時間はわりに長いほうだ」や「何をやっても気が散ることが多い」

については幼稚園教諭という職務の多忙さを反映しているかもしれないが、これらの質問に対しては否

定的な意見をもった新任の先生方が散見されたためである。

また、従来、EQ６領域の概念（大村,1997）をもとに EQ10領域の概念（内山,1997）が提唱され、

その妥当性と信頼性が検討されている（中・林田・草野,2001）。したがって、このような見解をふま

え、短期大学生と新任幼稚園教諭の粘り強さについて検討することが重要であろう。

表３．自己認知力得点を構成する質問項目別の得点
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４．ま と め

本研究は、保育職に従事することを希望している短期大学の学生と採用されたばかりの新人幼稚園教

諭に対して、EQテストを実施し、テスト項目として掲げられている「普段の生活にみられる行動や物

事に対する考え方」について、学生と社会人との違いを分析することから保育職志望学生の特徴を抽出

することを目的とした。以下のような結果が導かれた。

・将来、保育職を目指す短期大学に入学した学生と、新規採用され幼稚園教諭として従事している人た

ちを対象に EQテストを実施し、双方を比較した結果、EQ能力が高いのは新規採用され幼稚園教諭

として従事している社会人である。

・EQプロフィールでは、保育職を志望する短期大学学生よりも、幼稚園で保育職に従事している新任

教師の方が、共感性、自己認知力、自己統制力、粘り強さ、柔軟性、楽観性すべての項目についての

得点が高い傾向を示し、特に、共感性、自己認知力、粘り強さの得点では統計的に有意な違いがみら

れた。

・「粘り強さ」では５つの項目で、「共感性」では４つの項目、「自己統制力」「柔軟性」では３つの項目、

「楽観性」では２つの項目、「自己認知力」では１つの項目で、統計的に差異を示した。

・行動面では社会人として必要不可欠な常識的な行動力に違いがあり、意識の側面では特に社会に適応

表４．粘り強さ得点を構成する質問項目別の得点
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していくために必要な心がけや心構えに違いがみられる。

EQテスト項目では、社会に出ることによって身につく能力も多く、例えば、物事に柔軟に対応でき

る力、協調性、物事を簡単に諦めたりせず、粘り強く最後までやり遂げようとする力、様々なことが挙

げられるが、保育者に限定されることではなく、一般的に常識を有する社会人として求められる資質で

ある。将来、保育職に従事したいと思い、児童教育学科に入学した学生が、先にも述べたような能力を

身につけるためにはどうすればいいのであろうか。

その一つには保育実習と教育実習が格好の機会ではないだろうか。保育実習や教育実習では、保育者

の子どもたちへの援助方法や、発達段階などを含めた子どもたち様子、実習先の保育所や幼稚園の方針

などを学ぶことができるだけにとどまらず、学生という立場ではなく、保育者の一人として保育職に従

事することで、社会の一員であるという自覚を持てるようになり、指導案を作成した上で、その計画を

もとに保育実践をすることによって自信につなげることが可能となる。志望する職業や業務に直接的に

関わることによって、社会人基礎力の向上がみられることは多くの大学が在学中から学生をインターン

シップとして企業や団体に送り出していることからも明白である。また、ボランティア活動や地域の行

事などに積極的に参加することも EQ能力を向上させる機会となろう。学生時代のボランティア経験は、

様々な経験が積み重なり、同年代の人はもちろんのこと、年配の方々など、多くの人と関わる機会を持

つことができ、自分とは異なった考えや行動様式を持つ人たちと仕事をすることができる。自分の意見

を相手に伝えたり、相手の意見を尊重したりして、意思疎通ができ、他人と気持ちを分かち合うほか、

自制心が生まれ、協調性が育つといった仲間意識を育てる大変良い機会である。グループワークだけで

なく、人から話しかけられたら直接その相手に返事することや、他人からの働きかけを待っていないで、

自分からも働きかけることを心がけていきたいものである。他に、話し合いなどの際は、「はい」や

「いいえ」など一言だけの返事で終わりにせずに、会話をつなぐことも重要である。

今回の研究では、比較の対象の幼稚園教諭は新任教員だけであったが、勤続年数の長い教員のデータ

も揃えることができれば、もっと有益な検討ができそうだ。また、継続的に今回のデータを提供しても

らうことができた新任教員に対して調査を取り続け、また短期大学の学生についても同じようにデータ

を取ることによって、EQ能力の変化を追跡検討していくことで、キャリア教育への活用や社会人基礎

力の育成に有益な資料となるのではないだろうか。
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